
入
学
式

４
月
６
日
、
町
内
の
小
中
学
校
で

入
学
式
が
あ
り
ま
し
た
。

獅
子
島
小
中
学
校
で
は
、

真
新
し
い
制
服
を
身
に
ま
と
っ
た

小
学
校
一
年
生
た
ち
８
人
が

入
学
し
ま
し
た
。



田
尻
小
の
絆 

永
遠
に

１
１
６
年
の
歴
史
に
幕

明
治
33
年
１
月

明
治
37
年
４
月

昭
和
10
年
４
月

昭
和
16
年
４
月

昭
和
22
年
４
月

昭
和
30
年
９
月

昭
和
45
年
３
月

昭
和
49
年
４
月

　
　

〃　

５
月

昭
和
53
年
３
月

昭
和
55
年
９
月

昭
和
56
年
４
月

　
　

〃　

５
月

平
成
４
年
４
月

平
成
７
年
３
月

平
成
10
年
４
月

平
成
12
年
７
月

平
成
13
年
３
月

平
成
18
年
３
月

平
成
29
年
３
月

川
床
尋
常
小
学
校
丸
岡
分
教
場
開
設

丸
岡
尋
常
小
学
校
開
設

新
校
舎
新
築
に
伴
い
現
在
の
場
所
に
移

転
、
田
尻
尋
常
小
学
校
と
校
名
変
更

田
尻
国
民
学
校
と
校
名
改
称
、
高
等
科

併
設

田
尻
小
学
校
と
校
名
改
称

二
本
松
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

久
留
米
迫
学
有
林
ひ
の
き
苗
８
千
本
植
樹

黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通
、
県
営
黒
之
浜
・

瀬
戸
間
フ
ェ
リ
ー
廃
止

鉄
筋
２
階
建
校
舎
落
成

国
旗
掲
揚
台
設
置

運
動
場
拡
張
工
事
完
了

屋
内
運
動
場
落
成
、
創
立
80
周
年
記
念

式
典

創
立
80
周
年
記
念
築
山
、
記
念
碑
建
立

複
式
学
級
解
消

新
校
舎
落
成

複
式
学
級
再
ス
タ
ー
ト

校
区
棒
踊
り
保
存
会
発
足

創
立
１
０
０
周
年
・
校
舎
落
成
記
念
式
典

新
長
島
町
誕
生

閉
校
記
念
式
典

１
１
６
年
の
歩
み
（
沿
革
）

↑村田教育長へ校旗を返納する引地校長

↑昭和 44 年に撮影された田尻小学校 ↑閉校記念碑の前で記念撮影をする全校児童と関係者ら

↑一人ひとりに手渡された在籍証明書

　

明
治
33
年
、
川
床
尋
常
小
学
校
丸

岡
分
教
場
と
し
て
開
設
さ
れ
た
、
田

尻
小
学
校
（
引
地
俊
一
校
長
）
が
３

月
31
日
、
１
１
６
年
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
、
同
校
体
育
館
で
閉
校

記
念
式
が
行
わ
れ
、
在
校
生
や
地
域

住
民
の
ほ
か
、
町
内
外
に
住
む
卒
業

生
ら
約
３
０
０
人
が
出
席
し
、
学
び

や
の
閉
校
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

１
世
紀
あ
ま
り
の
歴
史
の
中
で

１
６
２
９
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た

同
校
。
第
36
代
校
長
の
引
地
校
長
は

「
こ
れ
か
ら
、
持
て
る
力
を
大
い
に
発

揮
す
る
た
め
の
新
た
な
旅
立
ち
と
な

る
。
本
校
で
全
校
活
動
で
培
わ
れ
た

慈
し
み
の
心
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら

も
田
尻
の
風
土
と
し
て
息
づ
い
て
い

く
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」
と
児
童

ら
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

川
添
町
長
や
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
児
童
た
ち
へ
担
任
の
教
諭
か
ら

一
人
ひ
と
り
在
籍
証
明
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
な
っ
た
平

薮
太
喜
さ
ん
は
「
本
当
に
今
、
学
校

統
合
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
田
尻
小
を
無
く
し
て
も
い
い
の

か
と
迷
っ
た
が
、
児
童
数
の
減
少
が

進
ん
だ
現
在
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

学
校
統
合
を
選
択
し
た
。
川
床
小
学

校
へ
通
う
こ
と
と
な
る
子
ど
も
た
ち

が
、
新
た
な
歴
史
と
伝
統
を
作
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
が
、
田
尻
小
で
の

思
い
出
と
、
絆
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ

ず
に
い
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
田
尻
小
に
関
わ
っ
た

人
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
た
後
、
引
地
校
長
か
ら
村
田
教

育
長
へ
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
地
域
住

民
ら
も
一
緒
に
な
っ
て
校
歌
を
斉
唱

し
、記
念
式
典
は
閉
式
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
、記
念
碑
除
幕
式
で
は
、

川
添
町
長
や
児
童
代
表
ら
の
手
で
紅

白
の
幕
が
引
か
れ
る
と
田
尻
小
学
校

の
こ
れ
ま
で
の
沿
革
が
刻
ま
れ
た
記

念
碑
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
開
催
さ
れ
た
「
田
尻

小
！
惜
別
の
会
」
で
は
、
同
校
の
校

訓
「
己
に
克
ち
、
望
み
大
き
く
む
つ

み
あ
う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
児
童
ら

の
劇
の
発
表
や
、
今
後
の
展
望
を

歌
っ
た
俳
句
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

惜
別
の
会
で
、
卒
業
生
代
表
と
し

て
あ
い
さ
つ
し
た
𠮷
川
修
一
さ
ん

（
火
ノ
浦
）
は
「
お
世
話
に
な
っ
た

学
び
や
が
閉
校
に
な
る
こ
と
は
、
と

て
も
寂
し
く
、
ど
う
に
か
避
け
ら
れ

な
い
か
と
考
え
た
。
し
か
し
、
今
の

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
考
え
た

ら
、
や
む
を
得
な
い
と
も
思
う
。
田

尻
の
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
幼

少
期
に
川
床
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
過
ご
し
た
仲
間
で
あ
り
、

中
学
校
ま
で
一
緒
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
過
ご
し

て
い
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し

て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

23



　

３
月
25
日
、
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

と
、
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
を
会
場
に
、
第
７
回
夢
追
い
長
島

花
フ
ェ
ス
タ
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

長
島
の
春
の
祭
り
を
彩
る
花
ば
な

約
１
０
０
種
50
万
本
が
、
会
場
い
っ

ぱ
い
に
咲
き
、
来
場
者
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

25
日
、
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で

は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た

が
、
飯
田
満
穗
長
島
花
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
長
は
「
７
回
目
と
な
っ
た

今
回
は
、『
レ
イ
ン
ボ
ー
ガ
ー
デ
ン
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
花
苗
の
植
え
か
た

や
開
花
時
期
を
考
慮
し
、
七
色
の
虹

の
長
島
を
表
現
し
た
の
で
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
川

添
町
長
や
当
フ
ェ
ス
タ
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
は
な
ち
ゃ
ん
」

ら
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
44
日

間
続
く
本
町
の
春
の
花
祭
り
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

26
日
は
、
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
の

花
カ
フ
ェ
長
島
で
「
花
カ
フ
ェ
マ
ー

ケ
ッ
ト
」を
開
催
。
本
町
特
産
品
や
、

自
家
製
「
花
の
苗
」
の
販
売
、
よ
い

ど
れ
一
座
に
よ
る
公
演
な
ど
が
行
わ

れ
、
来
場
者
ら
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

４
月
２
日
に
は
、
町
文
化
ホ
ー
ル

ロ
ビ
ー
で
、
押
し
花
体
験
会
が
行
わ

れ
、
参
加
者
ら
は
、
思
い
思
い
の
押

し
花
を
使
っ
て
作
品
製
作
を
楽
し
ん↑花カフェマーケットでは花の苗を販売

↑押し花体験会で好みの押し花を作成 ↑野点で来場者をおもてなし

↑開幕当日、入場ゲート前でのテープカット

↑木市では先着 200 人にツツジ苗木などを無料配布

で
い
ま
し
た
。
同
日
、
町
文
化
ホ
ー

ル
下
の
駐
車
場
で
は
「
春
の
木
市
in

な
が
し
ま
」
が
開
催
さ
れ
、
目
当
て

の
木
を
競
り
落
と
そ
う
と
、
集
ま
っ

た
多
く
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し
て

い
る
同
フ
ェ
ス
タ
は
、
５
月
７
日
ま

で
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
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平成 29年度一般会計予算
　平成 29 年度一般会計予算は、総額 99 億 6,132 万９千円となりました。
　前年度の当初予算と比較すると約 1.3％の増となっています。
　主な事業は、スマイルプラン事業や道の駅だんだん市場改修事業のほか、町道整備事業などです。

歳
　
入

　

歳
入
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
の
と
お
り

で
す
。
構
成
比
は
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
が
17
・
５
％
、
地
方
交
付
税
や
町
債

な
ど
の
依
存
財
源
が
82
・
５
％
と
な
り
、

自
主
財
源
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

グラフ１

歳入合計
9,961,329 千円

町税 8.2％
812,712 千円

地方交付税 44.6％
4,440,657 千円

町債 15.3％
1,523,000 千円

国庫支出金14.1％
1,404,910 千円

県支出金 6.2％
613,855 千円

自主財源 17.5％
1,741,689 千円

依存財源 82.5％
8,219,640 千円

地方消費税交付金 1.6％
158,379 千円

その他 0.2％
15,345 千円

繰入金 3.9％
389,057 千円

寄附金 3.0％
300,001 千円

分担金および負担金 1.4％
142,290 千円
使用料および手数料 0.5％

48,223 千円

地方譲与税 0.6％
63,494 千円

　

町
で
は
、
新
年
度
か
ら
保
護
者
の
教
育
費
の
負
担
を
軽

減
し
、
家
庭
生
活
環
境
の
向
上
と
安
心
し
て
子
ど
も
を
育

て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
長
島
町
学
校
給
食
費
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

○
補
助
対
象
者

　

・
長
島
町
立
の
小
・
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
ま
た
は

　
　

生
徒
の
保
護
者

　

・
長
島
町
に
住
所
を
有
す
る
特
別
養
護
学
校
に
通
学
す

　
　

る
小
学
部
ま
た
は
中
学
部
の
保
護
者

○
補
助
金
の
額

　

・
小
学
生
１
人
に
つ
き　

２
３
５
円
×
年
間
受
食
数
分

　

・
中
学
生
１
人
に
つ
き　

２
５
３
円
×
年
間
受
食
数
分

○
申
請
に
つ
い
て

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
保
護
者
は
、
補
助

金
交
付
申
請
等
委
任
状
を
４
月
中
旬
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

（
各
学
校
を
通
じ
て
案
内
書
を
配
付
し
ま
す
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
（
88
）
５
６
７
９
［
直
通
］

学
校
給
食
費
無
償
化
補
助
が
決
定

財産収入 0.4％
39,297 千円

その他 0.1％
10,109 千円

平成 29 年度一般会計予算など 42 議案を可決長島町
議会
定例会

人件費 13.5％
1,340,127 千円

歳出合計（性質別）
9,961,329 千円物件費 12.8％

1,278,024 千円
扶助費 16.4％
1,636,329 千円

普通建設事業21.3％
2,125,735 千円

公債費 15.6％
1,549,406 千円

補助費等 10.2％
1,014,323 千円

維持補修費 1.1％
105,254 千円

投資及び出資金 0.04％
3,650 千円

繰出金 7.8％
775,881 千円

積立金 1.0％
102,600 千円

予備費 0.3％
30,000 千円

歳
　
出
（
目
的
別
）

　

歳
出
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構
成

比
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
、
民
生

費
26
・
７
％
、
土
木
費
16
・
２
％
、

公
債
費
15
・
５
％
、
総
務
費
12
・
９
％

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

グラフ３

歳
　
出
（
性
質
別
）

　

歳
出
（
性
質
別
）
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構

成
比
は
グ
ラ
フ
３
の
と
お
り
で
、
普
通
建
設
事

業
費
21
・
３
％
、
扶
助
費
16
・
４
％
、
公
債
費

15
・
６
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民生費 26.7％
2,656,665 千円

公債費 15.5％
1,549,406 千円

土木費 16.2％
1,609,797 千円

総務費 12.9％
1,288,691 千円

農林水産業費 7.7％
772,455 千円

教育費 8.8％
872,540 千円

消防費 3.4％
341,543 千円

商工費 1.6％
155,735 千円

議会費 1.0％
101,011 千円 予備費 0.3％

30,000 千円

グラフ２

歳出合計（目的別）
9,961,329 千円

衛生費 5.9％
583,486 千円

　平成 29 年第１回長島町議会定例会が３月７日から
開かれ、42 議案が上程されました。
　８日の本会議では、平成 28 年度一般会計補正予算

（４億 1,307 万６千円増額、総額 120 億 6,034 万６千円）
など 14 議案が可決。
　平成 29 年度一般会計予算（99 億 6,132 万９千円）や、
長島町第 2 次総合振興計画基本構想および前期基本

計画を定めること、長島町課設置条例の一部を改正す
る条例など 27 議案が委員会に付託され、27 日の最終
本会議で可決されました。
　このほか、教育委員会委員に久保祐紀氏の再任が同
意され、人権擁護委員候補者として桐野徹朗氏、前田
益久氏の 2 人を推薦することへの諮問をし、適任者
としての答申を受けました。
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有害鳥獣捕獲事業 14,838
耕地課
農道の維持補修工事 20,000
土砂崩壊防止事業（城川内地区） 5,400
土砂崩壊防止事業（火ノ浦地区） 11,901
浜漉農道整備 11,000
広野・尾ノ上地区ほ場等整備 34,000
建設課
町道及び国道 389 号線 ･ 県道３路線の維持管理経費 51,733
長島・ぐるっと一周景観整備事業 60,000
町道の整備 233,000
瀬戸小島線の整備 45,000
藤之元口之福浦線の整備 125,000
指江川内線の整備 105,000
浦汐屋茅屋線の整備 55,000
浦底杉ノ段線の整備 45,000
橋りょう維持補修事業 31,000
長島港（唐隈地区）の野積場舗装 4,000
北方崎の水門補修 1,080
火ノ浦地区の消波工新設工事 20,000
長島港（浦底地区）の野積場舗装 5,000
長島港（口之福浦地区）浮桟橋の整備 182,230
長島港（伊唐地区）防波堤の整備 97,770
獅子島港（柏栗地区）防波堤改良 40,000
獅子島港（湯ノ口地区）物揚場改良 20,000
獅子島港（立石地区）浮桟橋整備 60,000
教育総務課
離島高校生修学助成金 2,640
教職員住宅の環境整備 3,035
小学校施設修繕費 4,449
中学校施設修繕費 2,862
要保護・準要保護児童・生徒への援助費 4,708
獅子島の子落とし塾の開催 2,000
学校給食費補助金 44,638
学校給食センターの運営経費 52,933
学校教育課
英語指導助手の配置 10,129
英会話教室の実施 4,276
学校図書指導員の配置 5,831
スクールガードリーダーの配置 491
スクールソーシャルワーカーの配置 909
社会教育課
生涯学習学級、家庭教育学級、高齢者学級委託料 3,920
放課後児童健全育成事業 2,895
図書の購入 2,100
歴史民俗資料館トイレ等改修 10,000
劇団四季公演、子ども劇団公演 3,056
トライジョギング大会の開催 2,500
総合町民体育館落成記念スポーツ教室（バレー） 3,000
川床コミュニティ運動場駐車場整備 49,230
総合町民体育館アリーナ改修 100,000
多目的運動場 75,000

平成 29年度当初予算の主な事業

平成28年度補正予算の主な事業 単位：千円

総務課
ふるさと納税寄附分（H27.11.1 ～ 28.12.31）
　夢追いふるさと長島景観基金積立金 28,356 
　夢追い獅子島架橋基金積立金 10,008 
　ぶり奨学金基金積立金 15,012 
　ぶり奨学金指定寄附金（企業分） 6,486 
企画財政課
夢追い獅子島架橋基金積立金（獅子島島民寄附分） 510 
地域経済循環創造事業 4,500 
町民福祉課
保育所運営事業費 52,780 
保健衛生課
海岸漂着物対策推進事業（本島地区）繰越分 13,000 
海岸漂着物対策推進事業（獅子島地区）繰越分 7,000 
水産商工課
県営事業負担金（葛輪漁港） 13,640 
県営事業負担金（薄井漁港） 9,788 
耕地課
県営事業負担金（水源かん養ミニダム事業・指江郷式平） 3,000

　今回の平成 29 年第１回長島町議会定例会で議決
された平成 28 年度補正予算の主な事業は次のとお
りです。

　町では、平成 29 年度から「スマイルプラン事業」
を創設しました。これは、町民の皆さんの要望に
対して、きめ細やかに対応し、皆が笑顔になるよ
うに進めていくものです。
　財源は、まちづくり基金を活用し、今後５年間
実施する計画です。

○平成 29 年度の主なスマイルプラン事業
　・支障木伐採および除草作業
　・支障木活用漁礁事業
　・山門野水源地調査委託料
　・汐見農道恵山線改良事業
　・町道ライン引き工事
　・矢堂沈砂池設置工事
　・小中学校トイレ改修事業
　・林道舗装事業
　・携帯型超音波診断装置購入　など

スマイルプラン事業を創設
各集落のごみステーション設置に伴う補助 1,620
水俣病相談窓口の設置 4,680
獅子島等医療・福祉推進事業 27,073
家庭ごみ収集運搬経費 40,939
し尿処理経費 30,031
水産商工課
マダイ・ヒラメ等の放流 6,641
恵比寿市の運営補助 1,000
おさかな祭りの開催 5,000
航路標識保全事業 1,000
県営事業負担金（薄井漁港・葛輪漁港・茅屋漁港） 24,931
赤潮被害利子補給 8,803
漁業後継者の育成 2,463
獅子島地区の漁業再生支援 16,465
観音漁港 ( 合戦場地区）の防波堤等の整備 65,780
汐見漁港の舗装 3,100
伊唐北漁港整備工事測量設計委託 20,000
商工会への補助 5,850
商工業振興資金利子補給 7,250
夏祭りの開催 1,850
町観光案内（バスツアー） 1,000
小浜海水浴場安全施設工事 3,800
うずしおパーク整備工事 1,590
太陽の里遊具公園工事 2,200
高串崎公園施設解体・フェンス設置 23,800
松ヶ平海浜センター等改修 12,656
松ヶ平海水浴場砂場整備 1,900
椿の湯温泉設備実施設計業務委託 8,600
公共施設の環境美化事業 12,682
レジャーランド太陽の里運営に係る経費 98,501
景観推進課
花カフェ長島及びブーゲンビリアの丘の管理な
どに係る経費 18,181

道の駅だんだん市場改修事業 115,930
ぐるっとフラワーロード事業 35,938
ツワブキ植栽・管理委託 30,434
水道課
浄化槽設置者に対する補助 96,884
鷹巣農業集落排水施設の管理費 14,748
汐見漁業集落排水施設の管理費 5,616
幣串漁業集落排水施設の管理費 6,889
三船漁業集落排水施設の管理費 4,431
町設置浄化槽の管理費 32,407
農林課
じゃがいもまつりの開催 1,000
長島フェスタの開催 3,000
認定農業者の経営規模拡大補助 1,680
バレイショ栽培技術確立試験委託 1,000
１アールハウス設置支援補助 1,500
東町産業開発改修・トイレ新設 9,755
畑作農産加工センター冷凍庫冷凍機交換 4,536
耕作放棄地の発生防止や多面的機能を確保する
ための交付金 41,009

青年就農給付金 15,750
長島牛銘柄確立対策事業 2,250

総務課
集落間交流事業 1,000
ふるさと納税に係る経費 192,659
財産台帳整備及び公共施設等総合管理計画の策定 6,048
花嫁対策交流イベント 1,800
地域おこし協力隊 31,998
スマイルプラン事業 100,000
町長選挙費 1,703
町議会議員選挙費 3,060
焼酎祭り 1,500
消防団活動・運営経費 67,459
耐震性貯水槽の新設（山門野・川床・城川内） 18,675
消防ポンプ自動車購入 18,468
企画財政課
夢追い獅子島架橋基金の積立金 100,000
巡回バス運行補助 19,500
乗合タクシー運行補助 600
自治公民館等チャレンジ提案事業 15,000
空き家改修補助金 7,500
出水駅蔵之元港間シャトルバス運行負担金 1,841
ながしま造形美術展 15,000
獅子島アイランドセンター空調機器改修 3,312
男女共同参画「女性の声を聴く１０１の会」 183
長島夢追い元気集落活性化補助金 43,377
獅子島観光案内所の運営 2,474
獅子島地区フェリー運賃補助 4,884
獅子島活性化航路補助 360
町民福祉課
保健福祉センターの改修 75,509
介護人材確保支援事業 571
臨時福祉給付金支給事業 59,162
老人給食サービス事業 11,864
敬老祝い金の支給 5,129
高齢者等住宅の改造費助成 1,067
高齢者生活支援事業 21,336
老人クラブへの助成 1,907
シルバー人材センターの運営補助 3,328
独居老人等宅の樹木伐採（ライフヘルプ事業） 1,347
子宝お祝い金の支給 19,800
ひとり親家庭の医療費助成 4,746
子ども医療費助成 35,633
保育所の運営補助 527,600
子ども・子育て支援事業 9,652
母子家庭への児童扶養手当給付 57,575
児童手当の支給 193,550
へき地保育所の運営費 9,832
生活保護の支給 113,793
保健衛生課
乳児・妊婦検診の委託 11,478
エンゼル支援事業補助 1,300
乳幼児から老人までの予防接種 32,212
がん検診等の委託 21,303
生ごみ処理機キエーロの作成委託 1,404
生ごみ処理機購入補助 118

単位：千円

１年間、こんなことにお金を使います

89



小・中学校
統合・再編

　

長
島
町
立
小
・
中
学
校
の
統
合
再

編
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
７
月
お

よ
び
10
月
に
本
島
地
区
の
各
中
学
校

区
で
「
中
学
校
（
２
校
案
）
の
統
合

再
編
説
明
会
」
を
実
施
し
、
延
べ

３
７
９
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
説
明
会
で
は
、
２
校
案
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
が
出
さ

れ
、
一
定
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と

は
困
難
な
状
況
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、
未
就
学
児
も
含
め
、
子
を
持
つ

親
の
か
た
が
た
の
意
見
に
つ
い
て
集

約
し
、
方
向
性
を
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
川
床
中
学
校
区
、
平

尾
中
学
校
区
に
お
い
て
は
保
護
者
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
検
討
会

な
ど
が
開
催
さ
れ
、
各
中
学
校
区
に

お
け
る
方
向
性
を
示
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

町
お
よ
び
教
育
委
員
会
と
し
て
、

説
明
会
や
そ
の
後
の
各
中
学
校
区
に

お
け
る
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
中
学

校
（
２
校
案
）
統
合
再
編
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

中
学
校
（
２
校
案
）
統
合
再
編
に
関

す
る
報
告

１　

川
床
中
学
校
と
鷹
巣
中
学
校
の

統
合
再
編
に
つ
い
て

(1)
川
床
中
学
校
区
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果

　

賛
成
29
・
０
％
、
反
対
35
・
５
％
、

　

分
か
ら
な
い
・
決
定
に
従
う
35
・
５
％

(2)
川
床
中
学
校
区
の
保
護
者
に
よ
る

検
討
結
果

　

結
論
を
出
す
ま
で
は
至
ら
ず
、
再

度
検
討
し
新
年
度
に
結
論
を
得
た

い
。

２　

平
尾
中
学
校
と
長
島
中
学
校
の

統
合
再
編
に
つ
い
て

(1)
平
尾
中
学
校
区
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果

　

賛
成
47
％
、
反
対
53
％

(2)
平
尾
中
学
校
区
保
護
者
に
よ
る
検

討
結
果

　

２
校
の
統
合
再
編
に
つ
い
て
は
反

対
、
現
状
維
持
。

３　

町
お
よ
び
教
育
委
員
会
の
対
応

　

川
床
中
学
校
お
よ
び
平
尾
中
学
校

の
両
校
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
で

統
合
再
編
を
決
定
す
る
こ
と
は
せ

ず
、
議
会
に
も
提
案
し
な
い
。
た
だ

し
、
中
学
校
の
統
合
再
編
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
保
護
者
や

地
域
住
民
と
の
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

　

ま
た
、
川
床
中
学
校
区
に
つ
い
て

は
、
新
年
度
の
早
い
時
期
に
結
論
を
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

No.8

長
島
町
の
地
方
創
生
に
尽
力

バ
ス
ル
ー
ト
が
変
更
さ
れ
ま
す

巡
回
バ
ス
「
が
ら
か
ぶ
号
」

　

一
昨
年
の
４
月
１
日
、
皆
さ
ま
と

一
緒
に
花
見
を
楽
し
ん
だ
こ
と
を
、

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま

す
。
こ
の
２
年
間
、
た
く
さ
ん
の
か

た
が
た
と
、
ご
縁
を
い
た
だ
き
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
ぶ
り
奨
学
金
」、
子
ど
も
た
ち
の

可
能
性
と
選
択
肢
を
広
げ
る
「
獅
子

島
の
子
落
と
し
塾
」
や
「
長
島
大
陸

Ｎ
セ
ン
タ
ー
」、
一
次
産
業
の
力
を

高
め
る
「
長
島
大
陸
食
べ
る
通
信
」

や
「
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
」
な
ど
た
く

さ
ん
の
種
を
ま
い
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
愛
媛
県
庁
に
勤
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、引
き
続
き
、

ふ
る
さ
と
長
島
町
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
、
こ
の
種
を
根
付
か
せ
、
花
咲
か

せ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

愛
媛
県
も
長
島
町
と
同
じ
よ
う

に
、
柑
橘
栽
培
や
魚
類
養
殖
が
盛
ん

な
県
で
す
。
長
島
町
の
経
験
を
生
か

し
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

僕
も
ま
た
長
島
町
に
帰
り
ま
す

し
、
皆
さ
ま
も
愛
媛
県
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

井
上　

貴
至

井
上
貴
至
副
町
長
が
退
任

　

３
月
31
日
、
２
年
間
の
任
期
終
了

に
伴
い
、
井
上
貴
至
副
町
長
が
退
任

し
、
長
島
町
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
４
月
に
総
務
省
か
ら
派

遣
さ
れ
た
井
上
氏
は
、
着
任
後
早
々

か
ら
精
力
的
に
活
動
し
、
鹿
児
島
県

内
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、
本
町
の

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
の
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
を
克
服
す
る
た
め
に
、
地
域
の
金

融
機
関
と
提
携
し
て
創
設
し
た
「
ぶ

り
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
招
へ
い
し
て
の

「
獅
子
島
の
子
落
と
し
塾
」
や
「
長

島
大
陸
Ｎ
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
な
ど
、

本
町
の
地
方
創
生
に
尽
力
し
、
全
国

へ
長
島
町
の
情
報
を
発
信
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
井
上
氏
は
愛
媛
県
へ
赴

任
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
巡
回
バ
ス
が
ら
か
ぶ
号
の
ル
ー

ト
が
一
部
変
更
さ
れ
、
バ
ス
停
が
新
設
・
移
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

ル
ー
ト
が
変
更
さ
れ
た
区
間
は
、
城
川
内
地
区
の

飯
尾
医
院
前
か
ら
長
生
園
前
の
区
間
で
す
。

　

変
更
後
の
ル
ー
ト
お
よ
び
新
設
・
移
設
バ
ス
停
留

所
に
つ
い
て
は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　

町
で
は
、
歯
と
口
の
中
の
健
康
に
つ
い
て
「
一
生

自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
る
」
を
目
標
に
掲
げ
、

実
現
す
る
た
め
、
学
校
で
の
集
団
フ
ッ
化
物
洗
口
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ッ
化
物
洗
口
と
は
、
フ
ッ
化
物
を
水
道
水
に
溶

か
し
た
フ
ッ
化
物
洗
口
液
で
、
30
秒
～
１
分
間
の
ブ

ク
ブ
ク
う
が
い
を
行
う
も
の
で
、
終
わ
っ
た
ら
吐
き

出
し
ま
す
。

　

集
団
で
行
う
こ
と
で
、
家
庭
の
生
活
環
境
に
関
わ

ら
ず
、
平
等
に
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
結
果

と
し
て
、
健
康
な
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
、
健
康
格

差
が
縮
小
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
保
護
者
へ
の
説
明
や
学
校
と
の
調
整
を
進

め
て
い
ま
す
。
歯
み
が
き
や
定
期
検
診
に
合
わ
せ
、

フ
ッ
化
物
洗
口
に
取
り
組
む
こ
と
で
長
島
の
子
ど
も

た
ち
の
『
健け

ん
こ
う口
』
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健け
ん
こ
う口
を
目
指
し
て

集
団
フ
ッ
化
物
洗
口
を
推
進

■新設バス停：犬馬場・宇都
●移設バス停：ゆげ交差点

飯尾
医院

城川内
小学校

ゆげ交差点
　　●

宇都
■

■
犬
馬
場

←至　長生園 グ
ラ
ウ
ン
ド
入
口
→

ルート変更の概要 新ルート
旧ルート

↑フッ化物洗口をする児童（田尻小学校）

↑退任のあいさつをする井上副町長

最
新
の
消
防
車
両
を
整
備

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

３
月
、
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長

島
分
遣
所
に
、
新
し
い
消
防
車
両
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
事
業
費
約

６
８
０
０
万
円
を
投
じ
て
整
備
さ
れ

た
車
両
で
、
少
量
の
水
に
消
火
薬
剤

を
加
え
て
高
い
消
火
性
能
を
発
揮

す
る
最
新
の
消
火
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ

Ａ
Ｆ
Ｓ
（Com

pressed Air Foam
 

System

）」
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
車
両
に
は
油
圧
式
の

ス
プ
レ
ッ
タ
ー
や
カ
ッ
タ
ー
が
積
載

さ
れ
て
お
り
、
車
両
事
故
な
ど
の
救

助
活
動
に
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
消

防
車
両
は
平
成
６
年
２
月
に
導
入

し
た
車
両
で
、
配
備
後
23
年
が
経

過
し
、
機
器
な
ど
の
老
朽
化
が
著

し
か
っ
た
た
め
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

↑整備された消防車両

↑ＣＡＦＳを搭載した消火システム↑車両には、油圧式カッターなどを搭載
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長島の求人を集めました！

わが町の地方創生

ぶり奨学金寄附金 寄付者の紹介

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　この度「ぶり奨学金基金」に次の団体から、寄付をいた
だきました。
　・児島歯科医院
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支える仕組み
です。ぜひ皆さまにおかれましても、本制度に対する寄付
へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

　長島町内にある求人情報をまとめて見ることが
できる WEB ページが 3 月 1 日に完成しました。
パソコン、スマートフォンどちらでもアクセスで
きます。長島町のホームページからもアクセスで
きます。
　このページは、長島町役場、株式会社リディラ
バ、株式会社ビズリーチの協働によって制作され、
まずは試験的に３月１日から平成 30 年２月 28
日の 1 年間公開されます。

↑公開された求人ページ

○求人ページアドレス
　https://stanby.jp/feature/nagashima
◎問い合わせ先
　役場総務課 地方創生担当　☎（86）1111［代表］

「仕事を探している人」
　現在約 15 件（募集人数 20 人以上）の求人情
報が掲載されています。写真が多く載っており、
職場の雰囲気も分かりやすくなっていますので、
ぜひ一度アクセスしてみてください。
　また、Ｕターンを考えられている家族、親戚、
友人にもページをご紹介ください。

「求人を出したい事業者」
　各事業者の求人ページは株式会社ビズリーチの

「スタンバイ」という無料サービスを利用してい
ます。求人情報の公開・非公開の変更、募集内容
の変更などは社内で操作ができて、一切費用がか
かりません。興味のあるかたはお問い合わせくだ
さい。４月 10 日現在で、このページから３件の
採用実績が出ています。

↑求人ページアドレス（スマートフォン用）

フレンチレストランで長島大陸フェア兼商談会

「長島大陸シネマ by ShortShort」開催
　３月４日・５日の２日間、長島町文化ホールと、
諸浦の東町漁業協同組合加工所前広場（ICEBOX）
で「長島大陸シネマ by ShortShort」が開催され、
町内外から約 150 人が来場しました。
　今回の上映会では、子どもから大人までが楽し
める、世界各国のショートフィルム 18 作品が上
映されました。
　４日の日没後「ICEBOX」では、山肌をスクリー
ン代わりに上映。参加者らは自然の中の巨大スク
リーンで映画を堪能していました。
　肌寒くなった夜には、ブリ汁と焼酎が振る舞わ
れ、参加者らは体を温めながら映画を最後まで楽
しんでいました。

↑屋外巨大スクリーンで映画を堪能

　3 月 1 日、フレンチレストラン「M
モ ノ リ ス

onoLith」（東
京都渋谷区）に長島町の生産者が集結し、長島大
陸フェア兼商談会が開催されました。
　M

モ ノ リ ス

onoLith のオーナシェフ石井剛氏は、昨年 3
月に実施された第１回長島大陸視察ツアーに参加
されました。
　フェア当日は、鰤王、鹿児島黒牛、焼酎、ヒオ
ウギ貝、味噌などの本町生産者が集い、来場した
一般客や料理人らと意見交換をしました。来場者
から高評価を得ることができ、長島大陸を食材の
宝庫としてＰＲする良い機会となりました。
　生産者らも、普段から接している食材が石井
シェフにより美味しく磨かれることに驚きの声を
あげるとともに、生産している食材にさらなる自
信をつけた様子でした。

↑店内での商談会の様子

　今回のフェアを通じて、直販売に繋がる食材も
あり、今後も異なるレストランで定期的に実施さ
れる予定です。

獅子島の化石を学ぶ　～獅子島小中学校 5・6 年生が総合的な学習～

　３月10日、獅子島小中学校の５・６年生７人が、
地域おこし協力隊の丸山啓志さんと一緒に、総合
的な学習の時間に地元獅子島の化石について授業
を行いました。
　授業を受けた６年生の中浦香羽さんは「私は化
石のことは少ししか知らなかったけど、昔の生き
物の暮らしや化石のでき方、獅子島で取れる化石
のことを知ることができて嬉しかったです。身近
にクビナガリュウの骨がみつかったことに、びっ
くりしました。私は、こんな獅子島を誇りに思い
ます」と感心していました。

↑丸山さんの説明を受ける児童たち
↑町長へ手渡す児島三彦歯科医院長
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４
月
１
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（　

）
は
旧
職
、
〇
は
昇
任
で
す
。

〈
課
長
級
〉

学
校
教
育
課
長（
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
）

久
徳　

寛
司

〈
課
長
補
佐
級
〉

総
合
管
理
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
町

民
係
長
兼
保
健
係
長
福
祉
事
務
所
兼
務

（
総
合
管
理
課
長
補
佐
兼
町
民
係
長
福

祉
事
務
所
兼
務
）

松
下　

恵
子

景
観
推
進
課
技
術
補
佐
兼
建
築
係
長
兼

建
設
係
長
（
景
観
推
進
課
技
術
補
佐
兼

建
設
係
長
）

濵
﨑　

知
明

総
務
課
主
幹
兼
行
政
第
一
係
長
（
総
務

課
行
政
第
一
係
長
）

○
濱
口　

高
文

税
務
課
主
幹
兼
固
定
資
産
税
係
長
（
税

務
課
固
定
資
産
税
係
長
）○

瀬
ノ
口
政
輝

町
民
福
祉
課
主
幹
兼
老
人
福
祉
係
長
兼

年
金
係
長
福
祉
事
務
所
兼
務
（
町
民
福

祉
課
老
人
福
祉
係
長
兼
年
金
係
長
福
祉

事
務
所
兼
務
）

○
小
城　

忠
弘

建
設
課
主
幹
兼
工
務
第
一
係
長
（
建
設

課
工
務
第
一
係
長
）

○
小
屋　

昭
彦

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
幹
兼
事
務

係
長
（
総
合
管
理
課
管
理
係
長
兼
保
健

係
長
福
祉
事
務
所
兼
務
）○

飯
尾　

公
徳

〈
係
長
級
〉

建
設
課
用
地
係
長 （
建
設
課
用
地
係
長

兼
建
築
係
長
）

追
田　

博
徳

保
健
衛
生
課
主
任 （
保
健
衛
生
課
保
健

技
師
）

○
赤
瀬
美
奈
子

景
観
推
進
課
主
任 （
養
護
老
人
ホ
ー
ム

長
生
園
主
任
生
活
相
談
員
）柏

木　

悠
肇

耕
地
課
主
任
（
耕
地
課
技
師
）

○
小
田　

嵩
洋

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
任
生
活
相

談
員
（
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
）

尾
﨑　

洋
光

〈
係
員
〉

総
務
課
主
事
（
総
務
課
主
事
補
・
鹿
児

島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣

中
）

○
浦
田　

奨
吾

町
民
福
祉
課
主
事 （
町
民
福
祉
課
主
事

補
）

○
松
尾　

美
優

教
育
総
務
課
主
事 （
教
育
総
務
課
主
事

補
）

○
川
畑　
　

結

農
業
委
員
会
主
事 （
税
務
課
主
事
）

山
口　

高
寛

総
務
課
主
事
補（
教
育
総
務
課
主
事
補
）

小
田　

修
平

税
務
課
主
事
補

脇
田　

圭
祐

町
民
福
祉
課
主
事
補
福
祉
事
務
所
兼
務

冷
水　

利
也

総
合
管
理
課
主
事
補
福
祉
事
務
所
兼
務

﨑
川　

郁
弥

建
設
課
技
師
補

米
丸　

慎
人

〈
医
師
〉

鷹
巣
診
療
所
医
師

中
野　

緩
奈

〈
派
遣
〉

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
（
総
務
課
主

事
補
）

小
田　

修
平

〈
再
任
用
〉

総
務
課
主
事

本
田　

勝
郎

人
事
異
動

平
成
29
年
４
月

町
営
住
宅
の
問
い
合
わ

せ
は
景
観
推
進
課
へ

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
町
営
住
宅

の
手
続
き
窓
口
が
、
景
観
推
進
課
と

な
り
ま
し
た
。
町
営
住
宅
に
関
す
る

相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
景
観
推

進
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
種
申
請
書
な
ど
の
受
領

や
提
出
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
指

江
庁
舎
建
設
課
で
も
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
町
営
住
宅
の
情
報
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
建
設
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　長島町役場に４人が新規採用されたほか、鹿児島県教育委員会から１人の職員が派遣され、４月１日
からそれぞれの部署で頑張っています。
　ニューフェースたちの意気込みを紹介します。町民の皆さん、どうぞよろしくお願いします。

役場の新人職員を紹介

　

島
内
に
咲
き
誇
る
春
の
花
ば
な
と
光

輝
く
青
い
地
平
線
が
印
象
的
な
長
島
町

で
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

活
動
や
文
化
芸
術
の
発
展
の
た
め
に
、

積
極
的
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

久
きゅうとく

徳　寛
ひ ろ し

司（51）

学校教育課

脇
わ き た

田　圭
けいすけ

祐（24）

税務課

﨑
さきがわ
川　郁

ふみや
哉（22）

総合管理課

　

地
元
で
あ
る
長
島
町
の
た
め
に
働
け

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
公
務
員
と
し
て

の
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
長
島
町
の
た

め
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

冷
ひやみず

水　利
か ず や

也（22）

町民福祉課

米
よねまる

丸　慎
ま こ と

人（23）

建設課

　

生
ま
れ
育
っ
た
長
島
町
の
職
員
と
し

て
働
け
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。
町
の
職
員
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
を
感
じ
な
が
ら
も
、
明
る
さ
と

笑
顔
を
忘
れ
ず
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

故
郷
で
あ
る
長
島
で
働
け
る
こ
と
を

誇
り
に
思
い
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
精
進
し
て
い

き
ま
す
。
日
々
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

長
島
町
職
員
と
し
て
、
責
任
感
を
持

ち
な
が
ら
一
日
で
も
早
く
町
民
の
皆
さ

ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
明
る
く
笑

顔
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鷹
巣
診
療
所
に
医
師
が
着
任

医
師
２
人
体
制
で
在
宅
医
療
の
充
実
を
図
る

　

４
月
か
ら
、
鷹
巣
診
療
所
に
中
野
緩か

ん
な奈
先
生
が
着
任
さ
れ
、
鷹

巣
診
療
所
は
医
師
２
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
着
任
さ
れ

た
中
野
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
長
島
の
印
象
は
？

Ａ　

今
ま
で
は
朝
日
の
き
れ
い
な

太
平
洋
側
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
長
島
は
夕
日
の
き
れ
い
な
場

所
と
聞
い
て
お
り
、
鶴
の
飛
来
と

共
に
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　

心
配
事
は
、
私
は
西
之
表
市
出

身
な
の
で
島
暮
ら
し
に
抵
抗
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
鹿
児
島
の

北
の
地
域
に
住
ん
だ
こ
と
が
な
い

の
で
、
今
年
の
長
島
の
冬
が
乗
り

切
れ
る
か
ど
う
か
少
し
ド
キ
ド
キ

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
趣
味
は
？

Ａ　

読
書
、
漫
画
、
美
術
館
巡
り
、

旅
行
、
料
理
が
好
き
で
す
。
２
年

前
か
ら
花
を
育
て
始
め
ま
し
た

が
、
虫
と
の
戦
い
で
な
か
な
か
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

　

小
説
は
浅
田
次
郎
、
三
浦
し
を

ん
の
作
品
が
好
き
で
す
。
鹿
児
島

県
の
美
術
館
で
は
、
田
中
一
村
記

念
美
術
館
と
中
村
晋
也
美
術
館
が

好
き
で
す
。

Ｑ
着
任
の
抱
負
は

Ａ　

地
域
医
療
に
携
わ
っ
て
３
年

目
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と

ば
か
り
で
す
。
前
任
地
の
奄
美
、

十
島
村
、
肝
付
町
は
そ
れ
ぞ
れ
土

地
柄
が
違
い
、
求
め
ら
れ
る
医
療

の
形
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
長
島
に
赴
任
と
な
り
ま

し
た
が
、
新
し
い
土
地
で
の
生
活

に
ま
ず
は
慣
れ
て
、
少
し
ず
つ
地

域
に
合
っ
た
医
療
の
形
を
理
解
し

て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
多

い
で
す
が
、
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中野　緩
か ん な

奈（29）
鷹巣診療所医師
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◎問い合わせ先　役場保健衛生課保健係　☎（86）1146［直通］

○対 象 者
　特定健診　長島町国民健康保険被保険者の
　　　　　　うち 40 歳以上の男女
　長寿健診　後期高齢者医療被保険者
　胃がん　　40 歳以上の男女
○受付時間　8：00 ～ 10：00
○料　　金　無料
　その他、同時に行われる検査項目と料金
　・肝炎ウイルス検診　　  無料
　・腹部超音波検診　　2,000 円
　・骨粗しょう症検診　   500 円
　・前立腺がん検診　　1,000 円

日　　程 会　　場
8 月 24 日 ( 木 ) 平尾小学校体育館

9 月 4 日 ( 月 ) 諸浦地区コミュニティセンター
9 月 5 日 ( 火 ) 旧幣串幼稚園
9 月 6 日 ( 水 ) 御所ノ浦高齢者コミュニティセンター
9 月 7 日 ( 木 ) 獅子島アイランドセンター
9 月 8 日 ( 金 ) 旧田尻小学校体育館

10 月 2 日 ( 月 ) 町文化ホール
10 月 3 日 ( 火 ) 町文化ホール
10 月 4 日 ( 水 ) 蔵之元公民館
10 月 5 日 ( 木 ) 保健福祉センター
10 月 6 日 ( 金 ) 保健福祉センター

10 月 10 日 ( 火 ) 保健福祉センター
10 月 11 日 ( 水 ) 保健福祉センター
10 月 12 日 ( 木 ) 川床コミュニティセンター
10 月 13 日 ( 金 ) 川床コミュニティセンター
11 月 11 日 ( 土 ) 保健福祉センター

◆特定・長寿健診および胃がん検診

○対 象 者　40 歳以上の男女
○料　　金　無料
※会場が限定されますが、特定健診時にも、集団
　検診を行います。

期　　間 会　　場

11 月 1 日～
　12 月 28 日

児島歯科医院
平尾歯科診療所

◆歯周疾患検診
○対 象 者　20 歳～ 39 歳の男女
　（ 医療保険の種類に関係なく、町民であれ
　　ば受けることができます）
○料　　金　無料
※ 39 ヘルスチェック対象者へは受診券の発
　行がありません。特定健診と同日に行いま
　す。都合の良い会場へおこしください。

◆ 39 ヘルスチェック

どれくらい知っていますか？

本町の集団検診で、過去 5 年間（平成 23 ～ 27 年度）に
“がん” が見つかった人数

肺がん  ９人胃がん  ８人

子宮頸がん  ３人 乳がん  ６人

大腸がん  17 人

　がんは、少しでも早く見つけることが大事
です。
　せっかく無料でうけられるがん検診！
　症状が無くても１年に１回は検診を受けま
しょう！

自分のからだのこと…
※日程は、現時点での計画となります。変更される
　場合もあります。
※対象年齢の基準日は、平成 30 年 3 月 31 日時点です。

○対 象 者　乳がん　40 歳以上の女性
　　　　　　子宮頸がん　20 歳以上の女性
○受付時間　午前　 9：00 ～ 10：00
　　　　　　午後　13：00 ～ 14：00
　　　　　　（獅子島　12：00 ～ 13：00）
　　　　　　夕方　17：00 ～ 18：30
○料　　金　無料
※乳がん検診はマンモグラフィのみです。触診
は実施しません。
※節目（前年度）年齢の人を対象とする個別検
診は秋に実施します。

日　　程 会　　場

5 月 19 日（金）
午前 潟公民館
午後 山門野コミュニティセンター

5 月 20 日（土）
午前 保健福祉センター
午後 平尾老人憩いの家

5 月 21 日（日）
午前 町文化ホール
午後 保健福祉センター

5 月 22 日（月）
午後 蔵之元公民館
夕方 町文化ホール

5 月 23 日（火）
午前 町文化ホール
午後 川床コミュニティセンター

5 月 29 日（月）
午前 諸浦コミュニティセンター
午後 獅子島アイランドセンター

5 月 30 日（火）
午後

保健福祉センター
夕方

5 月 31 日（水）
午前

保健福祉センター
午後

9 月 20 日（水）
午後 町文化ホール
夕方 町文化ホール

9 月 28 日（木）
午後 保健福祉センター
夕方 保健福祉センター

◆乳がん・子宮頸がん検診

日　　程
6 月 7 日（水） 6 月 13 日（火） 6 月 19 日（月）
6 月 8 日（木） 6 月 14 日（水） 6 月 20 日（火）
6 月 9 日（金） 6 月 15 日（木） 6 月 21 日（水）

6 月 16 日（金） 6 月 22 日（木）

◆肺 ( 結核 )・大腸がん検診

○対 象 者　肺がん　40 歳以上の男女
　　　　　　大腸がん　40 歳以上の男女
○受付時間　公民館ごとに異なります。
　　　　　　・１日おおよそ４～７か所の各公民館
　　　　　　　を巡回します。
　　　　　　・受付時間は受診票に記載します。
○料　　金　無料
※大腸がん検診は、冬期に郵送による個別検診も
実施します。

○夕方検診を実施
　日中の時間帯、受診できない人は、夕方検診をご
利用ください。
　6 月 13 日（火）　町文化ホール
　6 月 14 日（水）　保健福祉センター
　受付時間　17：00 ～ 18：30

平成 29 年度 各種検 ( 健 ) 診日程
　町では、次のとおり各種検 ( 健 ) 診を実施します。
全ての検診を受けると、検診料（男性 18,212 円分、
女性 26,496 円分）を無料で受けることができます。
　１年に１回は検 ( 健 ) 診を受けるようにしましょう！
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１
日

２
日

３
日

４
日

６
日

７
日
～
27
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

17
日
～
18
日

19
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

北
薩
地
域
保
健
医
療
圏
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

市
町
村
総
合
事
務
組
合
定
例
会（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

自
衛
隊
募
集
相
談
員
委
嘱
状
交
付
式（
役
場
）

地
区
対
抗
女
子
駅
伝
・
県
下
一
周
駅
伝
大
会

町
関
係
者
慰
労
会　
　
　
　
　
　
（
あ
じ
ろ
）

ま
こ
と
保
育
園
竣
工
式　
　
　
　
（
城
川
内
）

そ
う
し
ん
海
外
貿
易
セ
ミ
ナ
ー（
鹿
児
島
市
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

村
田
様
１
０
０
歳
お
祝
い　
　
（
達
者
の
家
）

水
産
マ
イ
ス
タ
ー
塾
入
卒
式

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

長
島
町
議
会
３
月
定
例
会

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

か
ご
し
ま
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
Ｊ
３
開
幕

式
・
花
フ
ェ
ス
タ
宣
伝　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

田
尻
小
学
校
閉
校
式　
　
　
（
田
尻
小
学
校
）

船
津
平
柑
橘
組
合
事
業
配
分
祝
賀
会

（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

中
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
（
平
尾
中
学
校
）

海
岸
愛
護
知
事
表
彰
伝
達
式　
　
　
（
役
場
）

食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
関
す
る
国
際
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

関
西
な
が
し
ま
会　
　
　
　
　
　
（
大
阪
府
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

土
改
連
通
常
総
会
、
理
事
会　
（
鹿
児
島
市
）

農
業
農
村
整
備
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
会
・
県

農
地
海
岸
保
全
協
会
役
員
会　
（
鹿
児
島
市
）

小
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
（
田
尻
小
学
校
）

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式　
（
指
江
庁
舎
）

第
７
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕
式

（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
前
）

教
職
員
合
同
送
別
会　
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

蔵
之
元
集
落
総
会　
　
　
　
（
蔵
之
元
地
区
）

長
島
町
議
会
最
終
本
会
議　
　
　
　
（
役
場
）

県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

県
市
町
村
関
係
団
体
総
会
・
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

町
村
長
知
事
と
の
懇
談
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
会
議

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

第
１
回
長
島
町
臨
時
議
会　
　
　
　
（
役
場
）

退
職
者
辞
令
交
付
式
・
辞
任
式
（
役
場
）

３月

［
短
歌
］

あ
か
ね
さ
す
夕
陽
は
秋
に
譲
れ
ど
も
明
け
行
く
春
の
嬉
し

き
朝
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

岩
あ
な
に
し
た
た
り
落
ち
る
水
の
粒
大
河
と
な
り
て
流
れ

ゆ
く
海　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

潮
の
香
を
胸
一
杯
に
吸
い
込
ん
で
島
の
坂
道
自
転
車
こ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

寒
緩
み
菜
の
花
畑
を
敷
き
つ
め
て
羽
音
せ
わ
し
く
蜜
蜂
の

飛
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

少
年
を
怒
鳴
る
コ
ー
チ
の
声
き
こ
ゆ
楽
し
く
や
ろ
う
よ
野

球
じ
ゃ
な
い
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

軒
下
に
ヒ
モ
に
釣
れ
し
数
多
く
今
に
う
ま
そ
う
釣
し
柿
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

制
服
の
ゆ
き
長
か
り
し
入
学
日
　
　
　
　
　
脇
田
　
武
志

黄
砂
降
る
開
聞
花
瀬
英
霊
に　
　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

犬
小
屋
に
猫
も
寝
て
ゐ
る
花
杏　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

下
萌
や
古
墳
の
裾
は
我
が
畑　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

父
の
座
は
む
か
し
の
ま
ま
に
囲
炉
裏
か
な　

山
嵜
加
代
子

浮
寝
鳥
川
の
流
れ
に
逆
ら
は
ず　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

囲
炉
裏
端
父
の
居
場
所
に
父
は
居
ず　
　
　

大
堂　

早
苗

初
午
祭
三
味
や
太
鼓
で
踊
り
出
す　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

つ
ち
ふ
る
や
韃だ
っ
た
ん靼

の
ひ
と
か
た
ま
り
に　
　

山
田　

哲
夫

囲
炉
裏
端
恋
ひ
し
仮
設
の
茶
を
啜す

す

る　
　
　

白
男
川
孝
仁

馬ば
く
ろ
う喰

や
囲
炉
裏
に
割わ

れ
き木

焼く

べ
足
し
て　
　
　

筑
前　

初
市

空
す
み
て
皇
居
の
堀
に
浮
か
ぶ
鳥　
　
　
　

大
堂　

正
弘

船
あ
し
の
白
波
高
し
余
寒
な
り　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

　かわいいゾウが、たった 10
分で寝かしつけ！心地よい眠り
へと導きます。

本
田
明
子　

著

　作りおきしなくても大丈夫。
無理なく作れるおいしいお弁
当、いっぱい。

「
朝
つ
く
弁
当
」

カ
ー
ル
＝
ヨ
ハ
ン
・
エ
リ
ー
ン　

著

「
お
や
す
み
、
エ
レ
ン
」

通
り
ゆ
く
フ
ェ
リ
ー
か
ら
見
る
わ
が
里
の
七
郎
岳
に
ア
ン

テ
ナ
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

春
浅
き
白
砂
浜
に
風
立
ち
て
貝
掘
る
ひ
と
り
の
後
背
が
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

菩
提
寺
の
涅ね

は
ん槃

祭
り
に
狙そ

こ
う公

あ
り
心
に
適か

な
ふ
芸
に
手
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

朝
捥
ぎ
の
露
け
き
命
に
触
れ
た
く
て
今
年
も
植
ゑ
ぬ
胡
瓜

と
ト
マ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

案
じ
ゐ
し
娘
は
姑は

は

に
心
よ
り
馴
染
み
て
添
ふ
を
亡
夫
に
語

ら
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

荒
畑
の
な
だ
り
に
白
き
野
苺
の
花
群
れ
揺
る
る
冷
た
き
風
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田
美
代
子

春
日
差
し
け
ぶ
ろ
う
田
の
面
の
残
り
鶴
三
羽
並
び
て
影
淡

く
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

掃
き
寄
せ
て
椿
花
び
ら
塵
と
な
り
匂
ひ
失
せ
た
る
命
な
き
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

遅
咲
き
の
八
重
の
椿
は
紅
深
く
陽
に
温
も
り
て
重
く
揺
れ

を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

初
鳴
き
の
鶯
い
ち
羽
が
裏
山
を
去
り
て
春
日
が
端
に
と
ど

ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

長島町地域包括支援センターだより

長島元気 GOGO！体操を一緒にしましょう

◎問い合わせ先　長島町地域包括支援センター　☎（86）1153［直通］

椅子に浅く腰掛け、背筋をピンと伸ばし、お腹にぐっと力を入れましょう♪

～長島町民歌「ふるさとのうた」に合わせて～

♪緑萌え風香るふるさとの風景
　ゆるやかに時間流れ人は集う

♪花は咲き誇る色とりどりに
　笑顔が溢れるこのまち長島

♪恵み宿る大地
　だんだん畑　

～間奏で
つま先上げ下げ～

上げて～寄せて～伸ばして～おろす
リズム良く　せーのっ
ワキ・ワキ！

１・２・３・４…座りません！ 姿勢と呼吸を整えます！

①足上げ・足首曲げ伸ばし ②足ぶみ・腕後ろ引く ③ワキ・ワキ ④スクワット ♪間奏～

♪黒潮と磯の香澄み渡る空の青
　さざめく波にのせて心躍る

♪行人岳から見渡す島々
見守り続けるこのまち長島

♪紺碧に輝く
黒之瀬戸

♪沈む夕日が茜に染めゆく
潮の調べに耳を傾けて

「せ～のっ！
ワキ・ワキ♪」

①足上げ・足首曲げ伸ばし ②足ぶみ・腕後ろ引く ③ワキ・ワキ ④スクワット 体の横を伸ばす

太陽が沈むイメージで♪

股関節は半円を描くように開いて閉じて！肩甲骨～寄せる～
「真似をしてください」 ♪遺跡と古墳に浪漫を求めて

　先人たちの足跡を巡る

最後に、深呼吸を２回♪豊かな自然に暮らしが息づく
　青い海と空　我らの長島

頭の体操 もも上げ・前プッシュ 股関節と胸を開く

両手を～

「上・前・上

腕を引いて♪」

肩甲骨を
 寄せます！

♪Ａメロ～

♪Ｂメロ～

　年齢を重ねても自立した生活を送るために作った「長
島元気 GOGO ！体操」は、長島町民歌「ふるさとのうた」
に合わせて運動することができます。

　体操の手順は、次の写真のとおりです。
　「長島元気 GOGO! 体操」をマスターして、自立した生
活ができる身体づくりに取り組みましょう。
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も
し
も
し
税
金
相
談
室

　

南
九
州
税
理
士
会
で
は
、
４
月

か
ら
、
電
話
に
よ
る
無
料
税
務
相

談
を
開
設
し
ま
し
た
。
税
理
士

が
、
電
話
で
税
金
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
さ
れ
る
人

は
、
次
の
こ
と
を
確
認
の
上
、
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

・
税
理
士
に
は
税
理
士
法
に
よ
り

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、

相
談
内
容
を
他
に
漏
ら
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
当
相
談
室
で
の
相
談
は
無
料
で

す
。
た
だ
し
、
複
雑
な
案
件
、
申

告
書
作
成
な
ど
は
有
料
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
電
話
を
さ
れ
た

ら
、
受
付
担
当
者
が
お
住
ま
い
の

地
域
お
よ
び
電
話
番
号
を
聞
き
、

近
く
の
税
理
士
か
ら
直
接
折
り
返

し
電
話
し
ま
す
。

・
当
相
談
室
で
の
相
談
に
対
す
る

回
答
は
、
一
般
的
な
範
囲
で
行
い

ま
す
。
一
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
約
20
分
以
内
と
な
り
ま
す
。

・
当
電
話
相
談
の
回
答
を
も
と

に
、
申
告
や
契
約
な
ど
を
具
体
的

に
行
う
場
合
は
、
必
要
な
書
類
を

準
備
し
、
改
め
て
税
理
士
の
関
与

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
面
談
に
よ
る
税
務
相
談
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
電
話
相
談
の
税

理
士
へ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
時
間

　

平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

※
土
日
・
祝
祭
日
・
夏
期
・
年

　

末
年
始
な
ど
は
休
室

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

南
九
州
税
理
士
会
・
も
し
も
し

　

税
金
相
談
室

　

☎
０
１
２
０
（
３
７
３
）
６
７
８

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び

受
験
準
備
講
習
会

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

試
験
に
合
わ
せ
て
乙
種
第
４
類
の

受
験
準
備
講
習
会
を
実
施
し
ま

す
。

・
危
険
物
取
扱
者
試
験

○
試
験
実
施
日

　

６
月
11
日
（
日
）

○
試
験
の
種
類

　

全
種
類
（
加
え
て
乙
種
の
複
数

受
験
を
実
施
）

○
受
付
期
間

　

電
子
申
請

　

４
月
７
日
（
金
）
～
18
日
（
火
）

　

書
面
申
請

　

４
月
10
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

○
試
験
地

　

出
水
市
ほ
か

　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
受
験
準
備
講
習
会（
乙
種
第
４
類
）

○
開
催
会
場
・
日
時

・
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

　

５
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

・
川
内
文
化
ホ
ー
ル

　

５
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

・
国
分
公
民
館

　

５
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

○
講
習
時
間

　

受
付　

午
前
９
時
30
分
～
10
時

　

講
習　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代

・
受
講
料

各
地
区
危
険
物
安
全
協
会
会
員

５
２
５
０
円
（
会
員
以
外
は

６
３
０
０
円
）

・
テ
キ
ス
ト
代　

１
６
０
０
円

○
受
講
申
込
方
法

　

講
習
会
当
日
、
各
会
場
で
の
受

講
申
し
込
み

※
協
会
会
員
の
人
は
事
前
に
検
印
な

ど
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

　

セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
県
支
部

　

☎
０
９
９
（
２
１
３
）
４
５
７
７

・
受
験
準
備
講
習
会

　

一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
危
険

　

物
安
全
協
会

　

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
５
２
０
０

出
水
地
区
工
友
会
協
定
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　

出
水
地
区
工
友
会
の
協
定
賃
金

が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

○
協
定
賃
金

　

責
任
者　

２
万
円

　

技
能
者　

１
万
９
千
円

　

一
般　

１
万
８
千
円

　

※
見
習
い
者
に
つ
い
て
は
、
責

任
者
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
地
区
工
友
会

　

代
表　

田
中
義
夫

　

☎
（
87
）
０
３
３
６

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
熊
本
国
税
局
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
利
用

の
手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
最
寄
り
の
税
務
署
へ
電
話

２
．
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
番

号
「
１
」
を
選
択

　

※
税
務
署
に
対
す
る
問
い
合
わ

せ
や
納
税
相
談
、
ま
た
は
職
員
に

用
件
の
あ
る
人
は
、
番
号
「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
相

談
し
た
内
容
の
番
号
を
次
の
中
か

ら
選
択

　

①
個
人
の
年
金
や
事
業
な
ど
の

　
　

所
得
税

　

②
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
ま
た

　
　

は
年
末
調
整

　

③
相
続
税
や
贈
与
税
ま
た
は
譲

　
　

渡
所
得

　

④
法
人
税

　

⑤
消
費
税
や
印
紙
税

　

⑥
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

※
自
動
音
声
案
内

平
成
29
年
度
全
国
戦
没
者
追
悼

式
参
列
遺
族
募
集

　

平
成
29
年
度
の
全
国
戦
没
者
追

悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺

族
の
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

○
期
日

　

８
月
15
日
（
火
）

　

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
と
な

り
ま
す
。

○
場
所

　

日
本
武
道
館

○
対
象
者

　

戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三
親

等
内
の
親
族

　

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
無

　

い
人
を
優
先
し
ま
す

　

※
「
次
世
代
へ
の
継
承
」
と
い

　

う
観
点
か
ら
18
愛
未
満
の
遺
族

　

に
つ
い
て
も
募
集
し
ま
す

○
申
込
期
間

　

５
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

○
募
集
人
員

　

65
人

　

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

は
、
選
考
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

　

県
庁
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
３
０

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への切替を推進

◎問い合わせ先
　役場水道課下水道係　☎（88）5664［直通］

浄化槽設置工事費個人負担金の内訳　町の浄化槽整備事業は、個人設置型整
備事業で推進されています。
　これにより、平成 29 年度までに限り
浄化槽設置工事費（本体のみ）に対して
補助金が増額され、個人負担金の軽減が
図られます。
　単独処理浄化槽（し尿のみを処理する
浄化槽）から、合併処理浄化槽に付け替
えるかたには、撤去費の一部を補助（上
限９万円）しています。

人槽区分

個人負担金

（旧）
平成 23 年度まで

⇨
【半額に軽減】

（新）
平成 24 年度から
平成 29 年度まで

5 人槽 170,000 円   85,000 円

７人槽 200,000 円 100,000 円

10 人槽 250,000 円 125,000 円

単独処理浄化槽撤去費補助　上限 90,000 円

負担軽減措置は今年まで！
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↑町長へ寄付金を手渡す鮫島本部長（写真中央左） ↑利用者ら全員から祝福をうける村田さん（写真中央）

チャリティ資金を寄付

島の子育て支援に長
　３月６日、鹿児島興業信用組合本部の鮫島俊三
総務部長が役場町長室を訪れ、同組合主催のチャ
リティゴルフコンペで集まった寄付金を川添町長
へ手渡しました。
　同組合は、平成 11 年から年に１～２回の頻度
で顧客を交えて「チャリティゴルフコンペ」を開
催。参加者から寄せられた資金が、一定額になっ
た時点で、県内の各自治体へ寄付をしています。
　鮫島総務部長は「長島町の子育て支援事業に役
立ててほしい」とあいさつしました。
　いただいた寄付金は、ぶり奨学基金へ充て、本
町の子育て支援に活用させていただきます。

村田シマノさん 100 歳のお祝い

つまでもお元気でい
　100 歳を迎えた村田シマノさん（小浜）のお祝
いのため、３月６日に川添町長が達者の家を訪問
しました。
　多くの人たちからの祝福の中、川添町長は「い
つまでもお元気で」と声をかけながら、村田さん
へ表彰状を手渡すと、村田さんは、笑顔で受け取
りました。
　その後、利用者の皆さんによる、踊りや歌の披
露が始まり、賑やかな雰囲気の中、皆で村田さん
の長寿を祝福しました。

↑表彰の伝達を受ける藤川奉文副会長（写真右）

長島町建友会が海岸愛護運動で受賞

岸の美化清掃に大きく貢献海
　長島町建友会（木場盛二会長）が、平成 28 年
度海岸愛護運動において、鹿児島県知事から表彰
され、３月 15 日、役場町長室で伝達式が行われ
ました。
　長島町建友会は、長年にわたって、あづま海水
浴場と小浜海岸の海岸美化清掃に貢献されてきた
ことが評価され、今回の受賞となりました。
　表彰を受け、藤川奉文副会長は「今回の海岸愛
護運動表彰の受賞をうれしく思っている。これか
らも長島町の美化活動について建友会一同協力し
て美しい長島を作るよう頑張っていきたい」とお
礼のあいさつをしました。↑新中学１年生に手を引かれ入場する新小学１年生↑委嘱された内田さん（写真左）と前田さん（写真右）

↑パネルディスカッションに参加する川添町長

食糧とエネルギー分野に関する国際会議

の魅力を国内外へ発信町
　３月 18 日、町文化ホールで「食料・エネルギー
分野のイノベーションによる地方活性化に関する
国際会議（ISLife2017）」がありました。
　会議は、１月に町と包括的連携協定を締結した
長岡技術科学大学（新潟県長岡市）と鹿児島工業
高等専門学校（霧島市）の共催で開催され、関係
者を含め約 300 人が参加。食料・エネルギー分
野における国内外の有識者や、鹿児島県出身の国
会議員らが講演しました。町の地方活性化に向け
た取り組みを評価したほか、参加した２校の学生
らによる町の活性化案の発表や農業用アシスト
スーツの披露などがあり、川添健町長自ら試着す
るなどして盛り上がりを見せました。

自衛官募集相談員へ委嘱状

衛官募集の活動を支援自
　自衛官募集相談員委嘱状交付式が３月３日、役
場町長室で行われました。
　自衛官募集相談員とは、自衛隊の広報や志願者
への情報提供、相談のほか、防衛意識の普及など
防衛基盤の育成にも貢献する重要な役割を担って
います。
　交付式では、川添町長から前田穗さん（葛輪）
と内田万𠮷さん（母良木）の２人に委嘱状が交付
されました。
　２人は、平成 30 年度までの 2 年間、自衛官募
集相談員として活動されます。

町内小中学校で入学式

たな笑顔の友だちが加わる新
　４月６日、町内の小中学校で入学式がありまし
た。
　獅子島小中学校では、保護者が見守るなか、小
学生８人、中学生３人が１年生として入学し、新
たな笑顔の仲間たちが同校に加わりました。
　式では、金子哲之校長が「お友だちと仲良く、
先生の言うことをしっかり聞いて、自分のことは
自分でできるよう頑張ってください」と式辞を述
べました。
　今年度の町内の入学生は、小学校 93 人、中学
校 102 人の計 195 人です。
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10,662(-116)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,158(-58)
5,504(-58)

  4,438(-23)

第
７
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕

　

長
島
に
春
の
到
来
を
告
げ
る
「
第
７

回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
が
３
月

25
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
と
、
ぐ
る
っ
と
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
会
場
に
パ
ン
ジ
ー
や

ビ
オ
ラ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
な
ど

お
よ
そ
１
０
０
種
類
50
万
本
の
花
ば
な

が
来
場
者
を
魅
了
し
ま
す
。

　

開
催
期
間
中
は
、
会
場
の
総
合
案
内

所
で
長
島
特
産
の
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
の

蒸
か
し
芋
が
無
料
で
配
布
さ
れ
る
ほ

か
、
季
節
の
花
々
や
多
肉
植
物
、
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
リ
ア
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
週
末
を
中
心
に
じ
ゃ
が

い
も
の
収
穫
体
験
や
自
然
の
も
の
を

使
っ
た
工
作
、
植
栽
体
験
（
寄
せ
植

え
）
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
30
日

に
は
、
じ
ゃ
が
い
も
祭
り
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

は
、
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
や
親
子
木

工
教
室
、
最
終
日
は
、
花
フ
ェ
ス
タ
感

謝
デ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

↑昨年の親子木工教室の様子 ↑昨年のジャガイモ収穫体験の様子

▽
卒
業
式
か
ら
入
学
式
と
、
別
れ

と
出
会
い
の
あ
る
こ
の
季
節
、
役

場
で
も
新
人
職
員
を
受
け
入
れ
、

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ

て
、
広
報
長
島
も
新
し
い
レ
イ
ア

ウ
ト
を
取
り
入
れ
、
気
分
を
一
新

し
ま
し
た
。ま
た
、長
島
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
、
デ
ザ
イ
ン
を
大
幅

に
変
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。

　

長
島
町
の
情
報
を
発
信
す
る
２

つ
の
メ
デ
ィ
ア
の
新
し
い
デ
ザ
イ

ン
に
負
け
な
い
よ
う
に
、中
身（
情

報
）
の
提
供
が
出
来
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
広
報
長
島
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
濵
田
将
尚
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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町
内
の
小
中
学
校
で
、
３
月
14
日
と
23
日
に

卒
業
式
が
あ
り
、
小
学
生
１
０
５
人
、
中
学
生

92
人
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

23
日
、
平
成
28
年
度
で
閉
校
と
な
る
田
尻
小

学
校
（
引
地
俊
一
校
長
・
25
人
）
で
は
、
６
人

の
児
童
ら
が
学
び
や
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
保
護
者
や
関
係
者
が
見
守
る
中
、

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
之
瀬
戸
の
急
潮
を
眼
下
に
望
み
、
時
折
イ

ル
カ
が
泳
ぐ
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
育
っ

た
６
人
は
、
卒
業
証
書
を
受
け
取
っ
た
後
、
将

来
の
夢
を
大
き
な
声
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
70
回
目
と
な
る
最
後
の
卒
業
式

で
、
同
校
は
１
６
２
９
人
の
卒
業
生
を
見
送
っ

た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

最
後
の
卒
業
生
学
び
や
を
後
に

↑お別れのことばで別れを惜しむ卒業生と在校生

↑最後の卒業証書を受け取る

↑式を終え退場する卒業生ら



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

憲法記念日

○鷹巣診療所 86-0054
○福元医院 67-3200
○わかずぎ皮フ科クリニック64-1313
○阿久根眼科 72-0040
○おてき歯科医院 63-0393
◇こどもクリニック永松64-1500

みどりの日

○長島クリニック88-6405
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○荘記念病院 82-3113
○林胃腸科外科 73-3639
○おてき歯科医院 63-0393
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）（獅子島）

こどもの日

○平尾診療所 88-2595
○出水病院 62-0419
○しもぞのクリニック 63-8300
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○徳森歯科医院 67-3608
◇出水総合医療センター67-1611

□花フェスタ感謝デー
（サンセットの丘）

○飯尾医院 88-5040
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○有村産婦人科・内科 73-4180
○橋口歯科医院 73-0508
□ポポロ薬局 63-4630
□スマイル薬局 84-2430
□さかえまち薬局 72-0978
◇二宮医院 62-0167

◎母子相談（１歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○鶴見医院 73-0553
○こじま歯科医院 63-4618
□長島調剤薬局 64-5555
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月児）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○クリニック .なかむら 62-0241
○内山病院 73-1551
○よしだ歯科クリニック79-3443
□しおかぜ薬局 88-6011
□ふれあい薬局 63-3070
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は「日本国憲法の施行を記念し、国の成長を期する」ことを趣
旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○平尾診療所 88-2595
○恒吉医院 82-0048
○東医院 67-1861
○上園医院 73-1055
○よしもと歯科クリニック 75-3333
□あじさい薬局 67-2055
□本町薬局 73-3233
◇こどもクリニック永松64-1500

●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は「自然に親しむとともにその恩恵に感謝し、豊かな心をはぐ
くむ」ことを趣旨としています。
●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は「こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとともに、
母に感謝する」ことを趣旨としています。


